











引する」ことの重要性を説いていた（Roddick 1991,pp.165 ― 6.）。
　彼女の理想は先進国市場においては同社が買収されたことで，潰えたのかもしれない。しか
しそのビジネス観や諸原則が，国際協力 ･開発の場で再胎動しつつある。
　国連は 2000 年 9 月に，世界経済の発展と秩序ある世界の構築を確固とするために，全世界
の国家，市民，法人が協力して取り組むべき８つの課題を提起した。国連ミレニアム開発目標






に期待している（WBCSD 2005; UNDP 2010; グラティ他 2011 参照）2）。
　ただし国際開発 ･協力のあり方が「援助」から「取引」にパラダイム転換したように，従来
のビジネスのあり方とは異なる，新たな国際開発型ビジネススキームを前提とする。それを具
体的に体現するのが，BoP（Base or Bottom of Pyramid）ビジネスという途上国を舞台としたビ
ジネスである。そして国連が，国際開発型ビジネスとしての BoPビジネスのモデルに位置づ
けるのが，インクルーシブ･ビジネスモデル（inclusive business-model:包括的ビジネスモデル）
である（UNDP 2010; グラディ他 2011）。それは社会的責任ビジネスの概念とも関連する（新
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　MDGsは表 1のように，8つの目標と，各目標を実現するための 21 の到
タ ー ゲ ッ ト
達目標，そしてそ







く，5つの領域の課題に再構成できる。それらは（1）貧困の撲滅（目標 1），（2）教育（目標 2, 
3），（3）医療 /保健衛生（目標 4,5,6），（4）環境（目標 7），そして（5）開発のためのパートナー











ターゲット 1-A: 2015 年までに 1日 1ド
ル未満で生活する人口の割合を 1990 年
の水準の半分に減少させる。










1-4 就業者 1人あたりの GDP成長率
1-5 就業者に占める就業者の割合


















2-3 15 ～ 24 歳の男女の識字率
Ⅲ．ジェンダー平等推
進と女性の地位向上












ターゲット 4-A: 2015 年までに 5歳未満







ターゲット 5-A: 2015 年までに妊産婦の

























い知識を有した 15 ～ 24 歳の人口の割
合
6-4 10 ～ 14 歳のエイズ孤児とそうでな
い児童の就学比率





































































































































8-14 人口 100 人あたりの固定電話回線
加入者数
8-15 人口 100 人あたりの携帯電話加入
者数


































































































































































































　インクルーシブビジネスは，包括的ビジネスを意味し，UNDPや GIM（Growing Inclusive 
Markets）イニシアチブなど，国連やそこに縁のある国際機関が推奨する概念である（UNDP 
2010, 2012a, 2012b, UN DESA 2012, WBCSD 2005）。包括の対象となるのは，グローバル市場経











の 4つを提唱している。それらは，1） 貧困層の基本的ニーズに応える，2） 貧困層の生産性を
向上させる，3） 貧困層の収入を増やす，そして 4） 貧困層をエンパワーする，である。貧困層
10）　労働や市民生活に関する諸権利が保障され，労働に見合った十分な収入を得て，適切な社会保障のある，
































































































　こうした 5つの不足という制約を踏まえ，UNDP（2010,pp.68 ― 9.）は BoP市場を開拓するた


























































不信感を伴う商売 流通拡大 リー プフロッグ･ソリューション











































































































ス第二世代を推奨する（ロンドン＝ハート 2011, p.33）。BoPビジネス第一世代から BoPビジ
ネス第二世代への移行と実践を推進するために，ラディカル･トランス･アクティブネスという
考えを基盤にした BoPプロトコルやサステナブル･バリュー･ポートフォリオという手法を提
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Abstract
We examine the vision, principles and role of business enterprise in the flame-work of 
international development, especially their contribution to the achievement of the UN 
Millennium Development Goals（MDGs）.
Our approach take into consideration the view of critics about the inclusive-business 
and BoP business models. 
The discussion on the business and international development（BID） focuses on the 
issue of international development by business enterprises. Business and international 
development（BID） deals with the issue of international development by business 
enterprises.
Unlike the conventional international business model which is only growth-oriented, 
the main feature of BID consists in pursuing business successes as well as in committing 
itself to solving social issue such as poverty.
This feature is thus connected with the idea of strategic CSR or socially responsible 
businesses debated in the CSR theory.
The aim of this paper is to explore the success model of social responsibility businesses 
through the examination of the vision, principles, and role of BID.
